
 

 

２０２５年度（令和７年度） 自己評価・学校関係者評価報告書 

 

学校法人 聖公会栄光学園 

八 戸 幼 稚 園 

理事長 石場 正樹   

 園 長 島守 麻美   

 

１．本園の教育目標 「のびのび はつらつ 豊かな心」 

１．キリスト教の信仰に基づく全人的人格形成を目指す。 

２．基本的生活習慣と正しい社会的態度を育成し、健全な心身の基礎を培う。 

３．幼児の心身の調和的発達を図り豊かな情操を養い、道徳性の芽生えを培う。 

４．自然の事象について、興味や関心をもたせ、思考力の芽生えを培う。 

５．人の話を聞く正しい態度を養い、人に分かる言葉を使おうとする意欲を育て、言葉の正しい使

い方を身につけるように努める。 

６．伸び伸びとした表現活動をとおして、豊かな感性を育て創造性を養う。 

 

２．本年度重点的に取り組む目標・計画 

年間テーマ 「イエスさまとつながろう」 

教職員のレベルアップ 
・得意・不得意をお互いに連携しカバーし合える繋がりをもつ 

・助け合う姿を子どもたちにもみせ、良い人的環境となる 

要支援児への対応 
・要支援児が増加傾向にあるため、より深い対応が必要 

・研修への積極的な参加と情報共有を行う 

保護者の支援 
・保護者一人ひとりの悩みに心を開いて対応する 

・子育ての不安が少しでも解消するよう、笑顔で対応する 

職務の全う 
・任された仕事に対して真摯に取り組む 

・園児・保護者のため誠実に職務を全うする 

 

３．評価項目の達成及び取り組み状況 （評価基準 Ａ：十分達成 Ｂ：おおむね達成 Ｃ：成果なし） 

評価項目 評価 取組状況と成果 

教職員のレベルアップ B 
・教職員同士、助け合う姿を子どもたちにも感じても

らい、よい人的環境となれた。 

要支援児への対応 B 
・一人ひとりどのような対応が必要か、教職員同士で

情報共有することができた。 

保護者の支援 B 
・積極的に保護者との関わりを持とうとする教職員の

姿がみられた。 

職務の全う A 
・仕事、保育と向き合う際、肯定的な気持ちで取り組

むことができた。 

 



 

 

４．総合的な評価結果 

評価 理 由 

 

 

A 

 

 

・今年も、教職員一丸となり保育教育に取り組むことができた。保護者からも理解ある言葉

が多く寄せられているが、それに奢ることなく努力を続けていきたいと思う。また、一人の

意見は多数の意見と捉え、今後も安心して預けていただけるよう精進したい。 

・来年度は園舎改築という大転換期でもあるが、そちらに舵を取られすぎないよう、園児の

保育教育を何より大事に考え、保護者にも安心してもらえるよう、より子どもの育ちや保護

者の悩みに、向き合っていきたいと思う。 

 

５．今後取り組むべき課題 

課題 具体的な取組方法 

体力面の向上 
・体力面を向上し、遊びを深める 

・体力向上と集中力向上を両立させる 

安心・安全な保育 
・環境の変化にともない、安心して過ごせる環境を作る 

・環境の変化による事故や怪我を防ぐ 

保護者の支援・指導 
・教員のコミュニケーション能力の向上を図る 

・保護者に子育てのポイントを寄り添いながら伝えていく 

職務の全う 
・任された仕事に対して真摯に取り組む 

・園児・保護者のため誠実に職務を全うする 

 

６．学校関係者の評価 

・取り組むべき課題も適切であり、教職員が誠実に子ども教育にあたっていることが感じられる。今後も

継続して対応されることを望みます。 

 

・熱心な先生方ばかりで熱意が伝わりました。 

 

・災害等への安全対策も万全だと思います。 

 

・改築に伴って、更に園児が増えることに期待しています。 

 

・若い先生もベテランの先生もそれぞれの良さを生かして保育してくれており、本当に良い幼稚園だと

常々思っています。誰一人、嫌な先生がいないってすごいと思います。子どもはどの先生でも大好きで、

いつも先生たちの話を聞かせてくれるので、たくさん愛情をもって接してくれるのが伝わります。 

 

・意見が出たら、すぐ行動に移してくれて、不安を解消してくれる姿勢が素晴らしいと思います。 

 （避難訓練のことなど） 

 

７．財務状況 

公認会計士監査により、適正に運営されている 



 


